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FD推進助成（甲）事業 〔学部FD推進事業〕 

Ⅰ．文 学 部 

 

 



○汎用性（波及効果）：成果を全学で共有することで、当該学部学科を超えて、本学学士課程教育全体または本学教員の職
能改善にどのような効果をもたらすことが想定されるか。

文学部独自アンケートの質問項目は学部固有の内容を含んだものが多い。しかし、アンケートを通じて、カリキュラムや授
業改善のための材料を獲得するという本事業の形態や成果は、全学で共有できるものがあると考える。特に、学生の意見を
踏まえながら授業改善を行っていくこと、そして学部のポリシーを教員と学生との間で共有することなどの点は、全学的に
共有性が高い事柄であると考える。

事業の実務担当者
（ 教 員 ）

スピアーズ　スコット（文学部外国語文化学科／准教授）

本事業の支出は、アンケートの委託費からなる教育研究費支出のみである。昨年度よりアンケートをK-SMAPYIIを通じたオ
ンラインアンケートとしたところ、令和2年度の回答数は1000件程度、令和3年度は800件程度、令和4年度は600件程度とな
り、平成30年度までのアンケート回答数1200件程度（配布1500件）を下回ったが、アンケート結果の精度を高めるために
データ数を一定に保つ必要があるため、回答数をあげていくことを目標とする。令和5年度は、経年アンケート結果の総括
分析を含むため、800千円程度の支出が見込まれる。

○改善・期待される効果：今後の当該学部の教授法や授業改善にどのように役立つことが想定されるか。具体的に記述して
ください。

○経費の妥当性・必要性：教育研究費支出、人件費支出、設備関係支出のそれぞれについて、申請する事業計画と関連して
妥当性と必要性を記述してください。

①アンケート：各教員が実感として持っているカリキュラムや授業の質（長所ならびに問題点）を、授業を受ける学生の視点および数
量的データとして比較分析ができる。この作業によって、教員側からは気付きにくい問題点や変更の必要な点が明らかになるきっかけ
ともなる。また、継続的にデータの蓄積をしていくことによって、一貫して見られる傾向が判明するであろうし、学生側の変化しつつ
ある要望なども浮かび上がる可能性がある。
②研修会：授業改善のための具体的な課題を学部内で広く共有する。また、日本の大学（特に人文科学系の私立大学）の学士課程教育
が直面している課題に照らし合わせて、本学の抱える問題が明らかにされることで、カリキュラムおよび授業改善のための検討課題が
より明確かつ具体的になっていく。

○点検・評価：本事業の実施状況並びに成果をどのように点検・評価するのか。

申 請 者 氏 名
（ 学 部 長 申 請 ）

①文学部独自のアンケート（「FDアンケート」の実施）　②経年アンケート結果を含む総括分析　③研修会の実施

本事業の成果は、研修会を通した調査結果の学部内共有によって実際にどれくらいカリキュラムや授業の改善が成されたか
によって点検・評価される。カリキュラムや授業改善の程度は、過去に実施されたアンケートのデータに基づいて学生のカ
リキュラム満足度等の経年比較を行うことによって測定されることになる。８ヵ年の総括分析によって明らかになった各学
科の問題点にどう取り組み、どう改善策を講じていくかについて、策を検討し、成果を現実化・具体化することに努めてい
きたい。

①アンケート：前期中の5-6月頃にアンケート項目や実施方法を文学部教務委員会で審議・確定する。継続的なデータ分析を目的とす
るため基本的にはこれまでのアンケート項目を引き継ぐが、現状に即して文言の修正や新たな項目を付加する可能性がある。後期開始
時の9-10月頃にはアンケートを実施し、そのデータ分析を業者に委託して行ってもらう。②経年アンケート結果を含む総括分析：業者
には、令和5年度のアンケート結果に加え、経年の結果を含もな総括分析を依頼する。③研修会：分析データに基づいて、令和5年度内
に研修会を実施する。また、アンケート調査によって浮かび上がった本学独自の状況を、戦後日本の大学教育をめぐる歴史的状況に照
らし合わせて考察する。特に、人文系の学士課程教育にどのような教育が求められているのか、掘り下げて考察したい。なお、予算は
アンケートの委託費として800千円（業者によるデータ分析結果報告・研修会費用を含む）を申請する。

○計画：どのような計画で、当該事業を実施するのか。

○目的:現状認識を踏まえた事業の目的

○内容：目的を達成するために、どのような事業を実施するのか。

文学部独自の授業評価アンケートを行う。平成31年度／令和元年度において、平成25～30年度に継続的に行ってきた文学部
独自のアンケートデータの集計を行った。それを踏まえて各学科および文学部全体の状況分析を行い、過去五ヶ年のFD事業
の成果や経年的傾向を確認した。現在各学科においてカリキュラム改定に取り組んでいる最中であり、その成果や影響につ
いて継続的な調査が必要とされるところから、さらに令和２度から三ヶ年、文学部独自の授業評価アンケートを継続して
行った。今年度も調査を継続し、過去のアンケート結果を踏まえて、総括的な分析を業者に依頼する。調査・分析結果は学
部内で共有し、カリキュラムおよび授業改善を具体的におこなうための検討材料とする。

様式①

文学部長　　矢部　健太郎

事業の概要（計画期間全体）（各400字程度）

令和５年度「ＦＤ推進助成（甲）学部ＦＤ推進事業」申請書

カリキュラムおよび授業改善の基本方針検討課 題 名

令和  5  年　1　月　20　日提出

FD推進助成（甲）学部FD-①
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積　　算　　内　　訳

計（Ａ）

アルバイト関係支出（記入の仕方に注意）

計（Ｂ）

設備関係支出（１個又は１組の価格が20万円以上のもの）

計（Ｃ）

※機器備品・用品の購入計画がある場合には、見積書・カタログ等購入計画物品を特定できる資料を添付してください。
※大学のルール等により、申請した科目とは異なる科目への振替などが出来する場合があります。

0 円

所要経費(A+B+C) 800,000 円

※以上にない科目等は、教育開発推進機構事務課までご相談ください。

円

円

円

円

円

円

円

円

カリキュラムおよび授業改善の基本方針検討

消 　耗　 品　 費
（１個又は１組の価格

が3万円未満）

0

教育研究経費支出内訳

小 科 目

円

主 な 内 容金 額

0

円0

様式②

令和５年度「ＦＤ推進助成（甲）学部ＦＤ推進事業」に係る所要経費内訳明細表

業者へのアンケート集計・分析業務委託

主 な 使 途

印 刷 製 本 費 0

課 題 名

通 信 運 搬 費

800,000

図 書 資 料 費

0

用　　　品　　　費
（１個又は１組の価格
が3万円以上20万円未

満）

0

賃 借 料 0

他 一 般 旅 費

手 数 料 ( 報 酬 )

労務委託費（電算）

0

800,000

労 務 委 託 費 （ ）

労 務 委 託 費 （ ）

アンケート集計委託料

教育研究用機器備品

0 円

0人 件 費 支 出 円

円

0 円

0

 別紙（様式４）に記入のこと

円

0

 別紙（様式３）に記入のこと

FD推進助成（甲）学部FD-②
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執　　行　　計　　画

（ ）

計（Ａ）

アルバイト関係支出（記入の仕方に注意）

計（Ｂ）

設備関係支出（１個又は１組の価格が20万円以上のもの）

計（Ｃ）

様式⑤

令和５年度「ＦＤ推進助成（甲）学部ＦＤ推進事業」経費執行計画表

課 題 名 カリキュラムおよび授業改善の基本方針検討

教育研究経費支出内訳

小 科 目

執 行 時 期 金 額 備 考

消 　耗　 品　 費
（１個又は１組の価格

が3万円未満）

上期 ・下期 ・ その他 0 円

用　　　品　　　費
（１個又は１組の価格
が3万円以上20万円未

満）

上期 ・下期 ・ その他 0 円

図 書 資 料 費 上期 ・下期 ・ その他 0 円

印 刷 製 本 費 上期 ・下期 ・ その他 0 円

通 信 運 搬 費 上期 ・下期 ・ その他 0 円

他 一 般 旅 費 上期 ・下期 ・ その他 0 円

賃 借 料 上期 ・下期 ・ その他 0 円

手 数 料 ( 報 酬 ) 上期 ・下期 ・ その他 0 円

労務委託費（電算） 下期 800,000 円

労 務 委 託 費 （ ） 上期 ・下期 ・ その他 0 円

上期 ・下期 ・ その他 0 円

800,000 円

人 件 費 支 出 上期 ・下期 ・ その他 0 円

0 円

教育研究用機器備品 上期 ・下期 ・ その他 0 円

※執行時期が「その他」の場合は、備考欄に具体的な時期を記載してください。

※ご不明な点は、教育開発推進機構事務課までご相談ください。

0 円

所要経費(A+B+C) 800,000 円

労 務 委 託 費 （ ） 上期 ・下期 ・ その他 0 円

FD推進助成（甲）学部FD-⑤
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【様式】 

FD推進助成（甲）学部 FD推進事業 

令和５年度「ＦＤ推進助成（甲）学部ＦＤ推進事業」中間報告書 

令和5年9月4日提出 

事業申請者 

（学部長申請） 
文学部長 矢部 健太郎  

課題名 カリキュラムおよび授業改善の基本方針の検討 
 

 

■事業の進展状況 

令和５年４月から報告時点（９月末）までの当該申請事業の進展状況について、申請書に記載した「目的」「内容」「計画」「役割分

担」を考慮しつつ、いつ、どこで、だれが、何を実施したかを考慮して、その概要を簡潔に説明してください（枠内書式自由）。 

◎ なお、学部教員全員を対象として検討会等を実施した場合には、その日時と参加人数を明記してください。 

今年度も、例年のとおり、①文学部独自のＦＤアンケートを実施し、②アンケート結果を基にした研修会を

開催する。 

 ①については、6月の文学部教務委員会でアンケートの内容、実施方法、スケジュール等、本件に関する一

連の項目を審議し、確定した。また、これまでと同様、K-SMAPYIIを用いたウェブ上のアンケートとして実

施することになった。 

7月から8月にかけて文学部資料室、教育開発推進機構事務課、文学部FD担当教務委員の三者がメール等

で今年度のアンケートの実施を確認し、労務委託申請書の内容を調整した。文学部FD担当教務委員がアンケ

ート集計・分析の労務委託申請書を7月上旬に教育開発推進機構事務課に提出し、現在は教育開発推進機構事

務課が業者選定の手続きを調整中である。 

 また、現在、文学部資料室がK-SMAPY IIへの入力作業に向けた準備を進めている。アンケートは昨年度

と同時期の 10 月上旬から中旬にかけて実施する予定である。その後、アンケートのデータを 10 月下旬に業

者に送り、業者によるデータ分析結果の納品は11月末を予定している。 

②の研修会は、業者によるアンケート集計後、および教務委員会によるデータ分析結果の検討後の2月上旬

に実施する予定である。 
 

■事業に関する変更点 

現在までの進展状況から、申請書に記した「計画」「役割分担」「点検・評価」「改善（期待される効果）」に変更が生じる見込みで

あれば、その理由とどのような変更を見込まれるかについて簡潔に記述してください（枠内書式自由）。 

 予算、上記のアンケート及び研修会、その他の点については、当初の申請書に記した通りであり、当初の計

画に変更はない。 
 

■経費の執行状況  ※いずれかに○を付けて「その理由」を記述してください。 

［○］当初計画どおりの見込み 

［ ］減額補正を申請する見込み 
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【様式】 

FD推進助成（甲）学部 FD推進事業 

＊その理由（減額補正を申請する場合は、必ず記入してください。） 

 

 

事業実務担当者名（教員） 竹内 正彦（文学部日本文学科／職位 教授） 
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令和 6 年 2 月 14 日 
國學院大學 学長 殿 
 

学部長： 矢部 健太郎 （印省略） 
 

令和5年度「FD推進助成（甲）学部FD推進事業」事業報告書 
 
標記のことに関し、以下のとおり報告いたします。 
 

学 部 名 文学部 

事 業 名 カリキュラムおよび授業改善の基本方針の検討 

実務担当者名 竹内 正彦（文学部日本文学科） 

事 業 の 概 要 

 

 文学部では、2020（令和 2）年度から 2022（令和 4）年度までの 3 ヵ年計画の一部として、独自の授業評価アンケートを実施

し、アンケート結果を検討して学部全体の全般的な傾向を分析・確認するのと同時に、各学科の個別の状況を確認した。文学

部では以前にも独自の評価アンケートを実施しており、2019（令和元）年度に 5 年間のアンケート結果を元に、学部の全般的

な傾向と各学科の状況を分析した。文学部の各学科は、2020 年度以前からカリキュラム改訂を行なっており、その成果や影響

についてこれまでも継続的に分析・確認を行い、本事業もその延長に位置付けられる。 

 2023（令和 5）年度は、3 ヶ年計画をふまえつつ、同様のアンケートを実施するとともに、今年度を含めた 4 ヶ年の経年変化の

分析を行った。 本アンケートの実施にあたっては、文学部教務委員会において、昨年度と同様に、第 3 回委員会（6 月 7 日）

で、今年度の FD アンケートの実施計画を議論し、実施するアンケート項目を昨年度の結果を踏まえて加筆修正した。 

 アンケートの K-SMAPYII 上での作成は、文学部資料室に協力を依頼した。このアンケートの作成作業と並行して、アンケー

トの分析を業者に依頼するため見積を依頼した。見積は 2 社から提出されたが、検討の結果、株式会社グルーブワークスに集

計・分析作業を委託することに決定した。 

 アンケートは 2023 年 10 月 5 日（木）から 10 月 27 日（金）まで実施した。最終的な回答率は 12.5 パーセントで、昨年度の

17.6 パーセントよりも低い回収率であった。 

 アンケートの終了後、回答データを文学部資料室にとりまとめてもらい、委託業者の株式会社グルーブワークスに送付した。

集計・分析結果は、11 月 21 日に最終的な分析報告書を受領した。アンケート結果について第 8 回委員会（12 月 13 日）で報

告を行い、この報告書は、文学部各学科のカリキュラム・授業改善に向けた資料として各学科に配布された。 

 2024 年 2 月 7 日の文学部教務委員会終了後に、文学部の教務委員と教務部委員を対象とした報告会（研修会）をオンライ

ンで実施した。報告会には、委託業者の担当者である吉田将夫氏に加わってもらい、参加者は吉田氏からアンケートの分析

結果について報告を受けた後、質疑応答を行なった。この報告会によって、参加者はアンケート結果から推定される学生の満

足度についての学部と学科の全般的な傾向や今後のアンケート実施方法の改善点などについて、様々な理解を得ることがで

きた。 
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事 業 の 結 果 
【目 的】年初計画で設定した目的は達成できましたか？（または「今後達成できるか？」）（いずれかにチェック） 

☑十分達成できた（できる） □若干の計画修正の上達成可 □大幅な修正の上達成可 □達成できない 

【内 容】年初計画で設定した事業内容は適切でしたか？（いずれかにチェック） 

☑適切であった □概ね適切であった □あまり適切でなかった □適切でなかった 

【点検・評価・共有】点検・評価を行い、その結果を学部教員全員で十分に共有・検討しましたか？ 

□十分な点検・評価・共有ができた ☑一定の点検・評価・共有ができた  

□点検・評価・共有のどれかが不十分であった □点検・評価・共有のほとんどが不十分であった 

 

【本事業の目的】 

 今年度は、昨年度のアンケートの結果を踏まえ、文学部教務委員会で確認した上で、文学部 FD アンケート作成し、実施し

た。今年度のアンケートでは、今年度を含めた４ヶ年のアンケートの経年変化を分析することによって、カリキュラム改定の効

果と影響を推定することができ、遠隔授業などの授業実施形態に対する学生の満足度についても一定の傾向を窺い知るこ

とができた。 

 

【本事業の内容】 

 本事業は、（1）文学部授業評価アンケートの実施と（２）報告会（研修会）の実施から構成された。（１）に関しては、今年度も

昨年度とほぼ同じ内容でアンケートを実施した。昨年度の問題点を検討・改善しながら、順調にアンケートの作成から実施ま

で進めることができた。しかしながら、年度を経るごとにアンケートへの回答数は伸び悩み、今年度の最終的な回答率（回収

率）は、過去４年度で最低であった。報告会では、昨年度に引き続いて、回答率向上の方法を議論した。集計・分析委託業

者の方からは、回収率向上に向けたいくつかの具体的な方策が示された。回収率は低いものの、全般的な傾向を知る上で

は問題ないと言える範囲ではあるが、学科間で回答率に差が見られるので、回答率の低い学科には、今後同様のアンケー

トを実施する場合、特に改善の取り組みが必要になってくる。 

 （２）に関しては、2024 年 2 月 7 日にオンライン会議形式で報告会を開催した。11 月に納品された集計・分析結果を用いて、

委託業者の担当者にアンケート結果を解説してもらい、その後、全員で学生のカリキュラムや授業に対する満足度の評価と

改善を検討した。報告会の開催によって、参加者はアンケート結果に関するより深い理解を得ることがでた。今後、各学科で

アンケート結果を共有し、学科会議等での説明を通してフィードバックしていくことになる。 

 

【点検・評価・共有】 

 授業評価アンケートは、各学科の教務委員を通じて文学部各学科の全教員に共有され、アンケート結果を元に、授業運営

の改善やカリキュラム改定に利用される。今後、アンケート結果や報告会を踏まえて、教務委員会や学科会議で検討が行わ

れていくわけであるが、詳細な検討や授業改善の結果やカリキュラム改定の結果が目に見える形で現れ、学生に実感される

までには時間を要するため、十分な共有はできてはいるが、点検と評価に関しては、一定の達成があったと判断している。 
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今 後 の 展 望 

【改善・期待される効果】本事業で得た知見は、今後の当該学部の教授法や授業改善に効果的であるか？ 

☑とても効果的である □効果的である □あまり効果的でない □効果的でない（いずれかにチェック） 

 

 今回のアンケートの結果を見ると、文学部のカリキュラム全体への学生満足度は高いと判断することができる。所属学科のカ

リキュラムについて、「満足」・「概ね満足」を合わせた割合は 72.7 パーセントとなっており、とりわけ、学科専門科目と専門教養

科目を合わせた専門科目への学生満足度が高いことが明らかになっている。その一方で、共通教育科目では、「満足」・「概

ね満足」の割合が低めとなっており、特に英語科目では、その割合は 3 割強にとどまっている。非好意的な理由の中で、「取り

たい科目がない・取れない／抽選で落ちる」の項目の割合が 12.9 パーセントである。この点を改善していくことで、今後、共通

教育の英語科目の満足度が高まっていくと予想される。英語以外の外国語科目については、英語科目よりも満足度は高い

（44.1 パーセント）。好意的な理由の中では、「教員・教え方が良い」の項目の割合が一番高く、担当教員によって満足度が大

きく異なることも明らかになった。 アンケートの結果から、授業満足度に関して、学生が重視していると思われるものは、「専門

的な学術研究に触れられる」ことであり、カリキュラム全体の満足度にとっては、満足度が低めの科目の評価の改善と同時に、

影響度の高い学科専門科目の満足度の維持・向上が重要との結果が示されている。 

 経年変化の分析としては、カリキュラムの満足度および授業科目別満足度が年々上昇しており、カリキュラム改革等が一定

の効果をあげていることが推察される。その意味において、本事業で得た知見は、今後の学部の教授方法や授業改善にとて

も効果的なものであると判断できる。 

【汎用性・波及効果】本事業で得た知見は、学部学科を超えた本学学士課程教育全体または教員の職能改善に効果的であるか？ 

☑とても効果的である □効果的である □あまり効果的でない □効果的でない（いずれかにチェック） 
 

 今回実施したアンケートは、文学部独自のものではあるが、このアンケートの項目の中には、授業形式、教職・資格課程、就

職活動、卒業論文など、文学部のみならず、全学的に共通する項目も含んでおり、こうした項目に関する結果は、ひとつのサ

ンプルとして、全学で共有できるものである。そのため、本学全体の教育研究や、教職員の職能改善へ資するものである。 

 今年度のアンケートでも授業形式について聞いたが、授業の種類によって好ましい（適している）と感じる授業形式に違いが

あることが今回のアンケートでも明らかになった。例えば、講義科目では遠隔授業（オンデマンド型）が 4 割、演習科目では対

面授業（対面型）が 8 割、外国語系科目では対面授業（対面型）が 6 割弱となっている。ただし、昨年度と比較すると、どの科

目においても対面授業（対面型）が適しているとする割合が増えてきている。全学的に授業形式を検討する際に、文学部のア

ンケート結果はひとつの参考として役立てられると思われる。 

 また、教職・資格課程や就職活動、卒業論文についても満足度の割合やその理由について結果が得られており、これらは

文学部を超えて、本学全体のカリキュラムや学修サポート体制といった学士課程教育全体の制度設計の改善に役立つもので

あると考えられる。例えば、「取りたい科目がとりにくい／受講しやすくしてほしい」といった意見が教職・資格課程では割合が

一番高く、教職・資格課程を途中で諦めたり、履修を躊躇する理由になると考えられるので、時間割等の見直しに関係する。

卒業論文については、文学部から得られた意見が他学部他学科でも得られる可能性は十分あり、全学的に卒業論文をいうも

のをどのように履修の中に組み込むかを検討し、議論する際の参考になると考えられる。 
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【経費の執行】経費の執行は、執行計画表に基き執行時期・費目別執行率とも適切でしたか？  

 
【中間報告以前】 

 前年度末に今年度の学部ＦＤ推進事業の経費支出として労務委託費（電算）税込 800 千円を予算として計上した。この金額

は昨年度の実績を踏まえつつ、経年変化分析の実施を含んで策定したものである。また、当初から中間報告以前に予算を執

行する予定はなかった。 

 

【中間報告以後】 

 先にも述べたように、本事業の実施に際して、見積を実施した。見積は 2 社から提出され、検討の結果、予算額以内でより安

価にアンケート結果の分析を委託できる委託業社として株式会社グルーブワークスを選定し、予算を執行した。経費の執行

は、執行時期や費目別執行率ともに、当初の計画に沿ったものであり、予算は適切に執行された。 

 

【成果報告会】成果報告会の内容（説明事項、共有事項、問題提起等）について現時点での概要をお書きください。 

 

 成果報告会では、文学部 FD 事業の概要、今年度の文学部授業評価アンケートの実施方法とその内容を説明し、アンケー

トの集計・分析の結果の概要を説明・報告する。 

 具体的には、上記の「今後の展望」の項目で示したことを中心に、文学部のカリキュラムと授業実施形態に対する学生の満

足度をデータとして示し、それらの満足度の要因も提示する。また、経年変化の分析についても報告する予定である。 
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